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【手続補正書】
【提出日】令和2年12月22日(2020.12.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　前記眼内レンズを送達するための準備として眼内レンズを再構成するための装置であっ
て、
　前記装置の眼内レンズ受入領域内に配置された眼内レンズの前方触覚部を係合し広げる
ように構成された拡張部材を備え、
　前記前方触覚部を広げるときに、前記拡張部材の遠位端が前記眼内レンズ受入領域の中
心に並ばない、
　装置。
【請求項２】
　前記前方触覚部を広げるときに、前記拡張部材の遠位端が前記眼内レンズ受入領域の片
側に配置される、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記拡張部材が分岐状の遠位端を有する、請求項１に記載の装置。
【請求項４】
　前記装置が、さらに遠位方向に移動するのを妨げるために、前記分岐状の遠位端と合致
するように構成された停止要素を有する、請求項３に記載の装置。
【請求項５】
　前記拡張部材が前記装置のチャネルの第１側壁に係合し、その上で摺動可能である、請
求項１に記載の装置。
【請求項６】
　送達孔と、
　前記前方触覚部が広げられた後、前記送達孔に向かって前記眼内レンズを前進させるよ
うに構成された載置部材と、を備える、請求項１に記載の装置。
【請求項７】
　前記載置部材が前記装置の長手軸に沿って移動可能なように構成された、請求項６に記
載の装置。
【請求項８】
　前記拡張部材および前記載置部材が前記装置において互いに半径方向に片寄っている、
請求項６に記載の装置。
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【請求項９】
　前記装置が前記拡張部材および前記載置部材の相対的な半径方向の配置を維持する分離
要素を備える、請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　前記載置部材は、載置部材体の上面から遠位方向に延在する第１延長部と、前記第１延
長部の下で前記載置部材体から遠位方向に延在する第２延長部とを備え、前記第１延長部
は前記第２延長部の長さよりも大きな長さを有する、請求項６に記載の装置。
【請求項１１】
　前記第１延長部が前記載置部材体から遠位方向に、かつ上方向に延在する、請求項１０
に記載の装置。
【請求項１２】
　前記第１延長部が前記載置部材体から上方向に延在するところで曲がるように構成され
る、請求項１０に記載の装置。
【請求項１３】
　前記載置部材が前記眼内レンズを前進させるために遠位方向に前進されるとき、前記第
１延長部は、前記眼内レンズ受入領域の中心領域上に配置される、請求項１０に記載の装
置。
【請求項１４】
　前記装置がさらに、前記眼内レンズ受入領域上に固定されるように構成されたリッドを
備え、前記リッドは、前記載置部材が遠位方向に前進する際には、係合して前記第１延長
部の低下を生じるよう構成された誘導要素を備える、請求項１０に記載の装置。
【請求項１５】
　前記装置が、ロックアウトが移動されるまで前記載置部材が作動されるのを防止する載
置部材ロックアウトを備え、前記拡張部材は、前記ロックアウトを移動するための解除を
備える、請求項６に記載の装置。
【請求項１６】
　前記装置が、一般に前記チャネルに対して半径方向に延在する後方触覚部受入部を備え
る、請求項１に記載の装置。
【請求項１７】
　前記装置に複数の対応する支柱誘導が配置されるように構成された複数の支柱を備える
リッドをさらに備える、請求項１に記載の装置。
【請求項１８】
　前記リッドが、前記リッドの底面から下方向に延在する複数の圧縮スポークを備え、前
記圧縮スポークは触覚部をわずかに圧縮して前記眼内レンズの前方触覚部および後方触覚
部に係合するように構成された、請求項１７に記載の装置。
【請求項１９】
　少なくとも２つの圧縮スポークが、前方触覚部および後方触覚部のそれぞれに係合する
、請求項１８に記載の装置。
【請求項２０】
　眼内レンズを送達する準備として眼内レンズの第１触覚部および第２触覚部を広げる方
法であって、
　作動可能な拡張部材で前記眼内レンズの光学部に対して前記第１触覚部を広げるステッ
プと、
　前記光学部に対して前記第２触覚部を広げるステップと、
を含み、
　前記第１触覚部を広げるステップが、前記第２触覚部を広げ始める前に開始されること
を特徴とする方法。
【請求項２１】
　前記第１触覚部を広げるステップが、前記第２触覚部を広げ始める前に完了される、請
求項２０に記載の方法。
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【請求項２２】
　前記眼内レンズを送達孔へと載置することをさらに含む、請求項２０に記載の方法。
【請求項２３】
　前記第２触覚部を広げるステップが、作動可能な載置部材で前記光学部を遠位方向に前
進させる結果として生じ、前記作動可能な載置部材の遠位端は、前記第２触覚部の自由端
に係合しない、請求項２０に記載の方法。
【請求項２４】
　眼内レンズを送達するために準備として前記眼内レンズの触覚部を広げる方法であって
、前記眼内レンズの前方触覚部を能動的に広げるステップと、前記眼内レンズの後方触覚
部を受動的に広げるステップとを含む、方法。
【請求項２５】
　能動的に広げることが、作動可能な拡張部材を有する前記前方触覚部の自由端を係合し
移動することにより、前記前方触覚部の自由端を広げることを含み、受動的に前記後方触
覚部を広げることが作動可能ではない構成要素から前記後方触覚部の自由端への力の結果
として生じる、請求項２４に記載の方法。
【請求項２６】
　能動的に広げることが、作動可能な部材で前記前方触覚部の自由端を係合し移動するこ
とにより、前記前方触覚部の自由端を広げることを含み、受動的に前記後方触覚部を広げ
ることが、前記後方触覚部の自由端とは異なり、前記眼内レンズの一部に力を印加する第
２の作動可能な部材の結果として生じる、請求項２４に記載の方法。
【請求項２７】
　装置内に眼内レンズを配置する方法であって、前記眼内レンズの前方触覚部の自由端が
前記装置のチャネルの第１側面により近く、近位方向に直接作動するためにアクセス可能
なように、前記装置内の眼内レンズ受入領域内に前記眼内レンズを配置することを含む、
方法。
【請求項２８】
　前記前方触覚部の前記自由端は、近位に面する、請求項２７に記載の方法。
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